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1. はじめに

1.1 本書の目的

　　本資料では、TimeTracker FX評価版、および、製品版に同梱されているSQL Server Expressを手動インストールする場合の
　　手順を説明しています。
　　　※TimeTracker FXのインストーラ[autorun.exe]からSQL Server Expressをインストールする場合には、本資料での手順は不要です。

1.2 用語の定義

■ SQL Server Express
データベースサーバです。
本資料では、TimeTracker FX評価版、および、製品版に同梱されているSQL Server Expressを想定しています。

1.3 注意事項

※ このドキュメントに記載している情報（URL等のインターネットWebサイトに関する情報を含む）は、将来予告なしに
変更することがあります。

※ Microsoft、Windowsまたは、その他マイクロソフト製品の名称及び製品名は、米国Microsoft Corporationの米国及び
その他の国における登録商標です。

※ その他、記載された社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。
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2. SQL Server Expressのインストール

2.1 SQL Server Expressのインストーラの起動
「SQLEXPR_x86_JPN.exe」を右クリックし、［管理者として実行］を選択します。

2.2 SQL Server の新規インストール
［SQL Server インストール センター］が表示されます。 
［インストール］を選択して、［SQL Server の新規スタンドアロン インストールまたは既存のインストールへの機能の追加］をクリックします。

2.3 セットアップ サポート ルールの確認
［セットアップ サポート ルール］が実行されます。
［詳細の表示］を表示して、すべてのルールが［合格］になっていることを確認します。
問題がなければ、［OK］をクリックして次へ進みます。

クリックします 

1.クリックします 
2.クリックします 

1.クリックします 

2.確認します 

3.クリックします 
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2.4 エディションの指定
Expressのインストーラであるためエディションの指定やプロダクトキーの入力はできません。
［次へ］をクリックします。

2.5 ライセンス条項の確認
マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項を読みます。 
問題がなければ［使用許諾契約書に同意する］をチェックして、［次へ］をクリックします。

2.6 セットアップ サポート ルールのインストール
［インストール］をクリックし、セットアップサポートファイルのインストールを開始します。

クリックします 

クリックします 

クリックします 
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2.7 セットアップ サポート ルールの確認
さらに詳細な［セットアップ サポート ルール］が実行され、詳細レポートが表示されます。
問題がなければ、［次へ］をクリックします。

2.8 インストールする機能の選択
インストールする機能を選択し、［次へ］をクリックします。
※［データベース エンジン サービス］は必須です。

1.確認します 

2.クリックします 

1.選択します 

2.クリックします 
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2.9 インスタンス名の設定
インスタンス名を設定し、［次へ］をクリックします。

※［名前付きインスタンス］を指定した場合は、設定した値をメモなどに記録してください。
　　Server Managerでデータベース作成時に必要となります。
※［既定のインスタンス］を指定しても問題ありません。
※インスタンスの詳細については、［ヘルプ］をご覧ください。

2.10 ディスクの容量の確認
SQL Serverのインストールに必要な空き容量が、PCのディスクに足りているか確認し、
問題がなければ、［次へ］をクリックします。

2.11 サーバの構成（サービスアカウントの設定）
SQL Server サービスのアカウントを設定し、［次へ］をクリックします。
※TimeTracker FXで推奨する設定はありません。
　システム運用・管理ポリシーに従って設定してください。詳細は、［ヘルプ］をご覧ください。

1.選択および値の入力 

2.クリックします 

1.確認します 

2.クリックします 

1.選択および値の入力 

2.選択および値の入力 

3.クリックします 
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2.12 認証モードの設定
［混合モード］を選択し、SQL Server の管理者アカウントの設定を行い、［次へ］をクリックします。

※TimeTracker FX は、［混合認証モード］で動作します。［Windows 認証モード］では動作しません。
※設定したパスワードは、TimeTracker FXのインストール（データベースの作成）などに使用します。
※パスワードは、複雑なものを設定し、取り扱い等の管理にご注意ください。

2.13 エラーと使用状況レポートの設定
必要に応じてチェックし、［次へ］をクリックします。
※TimeTracker FX の動作には影響しません。

2.14 インストール ルールの結果確認
［インストール ルール］が実行されます。
［詳細の表示］を表示して、問題がなければ、［OK］をクリックして次へ進みます。

 2.ビルトイン SQL Server システム管理者アカウント「sa」の 
  パスワードを設定します 
  ※SQL Server 認証で利用するアカウントです 
  ※autorun.exeより自動インストールした場合、 
    パスワードは「Admin///」となります 

1.［混合認証モード］を選択します 

※重要 

 3.［現在のユーザーの追加］または［追加］から 
  SQL Server 管理者のアカウントを指定します 
   ※Windows 認証で利用するアカウントです 

4.クリックします 

クリックします 

1.クリックします 

2.確認します 

3.クリックします 
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2.15 インストールする機能の確認
インストールする機能を確認して、問題がなければ［インストール］をクリックし、インストールを開始します。

2.16 インストールの進行状況
インストールを開始すると、進行状況が表示されます。完了するまで操作は不要です。
インストールの状態を確認し、［次へ］をクリックします。

2.17 セットアップ完了
［概要ログ］を確認して、エラーや問題がなければ、［閉じる］をクリックしてインストールを終了します。

2.18 PCの再起動
PCの再起動が要求された場合は、PCを再起動してください。

クリックします 

完了したら、クリックします 

2.クリックします 

1.クリックし、概要ログを確認します 
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3. SQL Server の設定

3.1 SQL Server 構成マネージャの起動
Windows［スタート］メニューの［すべてのプログラム］－［Microsoft SQL Server 2008］－
［構成ツール］－［SQL Server 構成マネージャ］をクリックします。

3.2 ネットワーク構成の設定

3.2.1 ネットワークプロトコルの確認
［SQL Server ネットワークの構成］－［（インスタンス名）のプロトコル］をクリックします。

3.2.2 TCP/IPの有効化
TCP/IPが無効になっている場合は、TCP/IPを右クリックして［有効化］をクリックします。
※TCP/IPが有効になっている場合は、本手順は不要です。次の手順に進みます。

3.3 SQL Server Browserの設定
※既定のインスタンス（手順2.9）を設定している場合は、本手順は不要です。次の手順に進みます。

3.3.1 SQL Server Browserのプロパティを開く
［SQL Server のサービス］－［SQL Server Browser］をダブルクリックします。

1.展開 

2.クリックします 

2.ダブルクリックします 1.クリックします 

2.［有効化］を選択します 

1.右クリックします 
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3.3.2 SQL Server Browserの開始モードの変更
［サービス］タブをクリックして、［開始モード］を［自動］に変更します。
［OK］をクリックして、［SQL Server Browserのプロパティ］を閉じます。

3.3.3 SQL Server Browserの起動
［SQL Server のサービス］－［SQL Server Browser］を右クリックします。
［開始］を選択すると、SQL Server Browserが起動します。

3.4 SQL Server の再起動
［SQL Server のサービス］－［SQL Server （インスタンス名）］を右クリックします。
［再起動］を選択すると、SQL Serverが再起動し、設定内容が反映されます。

以上でSQL Serverのインストールは終了です。
TimeTracker FX セットアップガイドをご参照いただき、TimeTracker FXのインストールおよびデータベースの作成を行ってください。

以上■

2.［自動］に変更します 

1.クリックします 

3.クリックします 

2.［開始］を選択します 

1.右クリックします 

1.右クリックします 

2.［再起動］を選択します 
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